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一般社団法人共同通信社メディアラボについて
• 会社：一般社団法人 共同通信社
• 事業内容：国内・外のニュース、写真・映像の収集、編集、配信
• 支社総支局
■国内：札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、福岡各支社ほか都道府県庁所在地・主要都市に45カ所
■海外：ニューヨーク、ワシントン、ロンドン、パリ、モスクワ、北京、バンコク、カイロなど世界主要41都市

• 部署：メディアラボ
• 部署概要：ITを駆使した情報伝達の研究・開発に取り組む
• 写真DBを担当



自己紹介
• 金澤隼人（かなざわ・はやと）

• 2010年 共同通信社に入社。
• メディアラボでWebサイト構築・運営、会員管理課金システム、部署内インフラ、写真ＤＢな
ど担当

• ネットワーク設計・設定からサーバ構築、プログラミング、プロジェクト管理、渉外、問い合わせ
対応などまでシステムなんでも屋

• 好きなAWSサービス：Amazon S3, AWS Lambda



ぽっと出



ProblemStatement
報道では今まで脚光を浴びていなかった人物の写真が必要になることがある
（例：菅義偉首相の真理子夫人



• 毎年１６００万くらいの画像が登録されるが、その全てに手作業で詳細なキャ
プションを付けることは不可能

• 今までは記憶を頼りに膨大な写真の中から手作業で探さねばならなかった

• 顔照合機能を利用して適切な写真を効率よく検索できるようにしたい
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ぽっと出 画像検索とは？
• 顔写真を使って写真を検索するシステム
• 写真説明に人物の名前が入っていなくても検索対象
• 同一人物確認用ではなく、検索の迅速化が目的





Amazon Rekognitionの利用検討
• 高精度の顔画像検索システムを作りたい
色々オープンソース使ったり他社クラウドと比較した結果
Amazon Rekognitionが一番精度とコストのバランスが良かった

• 簡単に実装したい
APIを叩くだけで顔画像検索システムを構築できる。

• 低コストで運用したい
画像あたり0.001USD(米国東部)
保存された顔のメタデータ１ヶ月あたりに保存する顔のメタデータ
1000件あたりの料金0.001USD(米国東部)
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Amazon Rekognition で利用可能な主な特徴
画像と動画分析の様々なニーズに対応
顔検出と分析 有名人の認識 物体の検出

コンテンツのモデレーション

シーンの検出

活動の検出 動線の検出 テキストの検出
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閾値について

Similalityは0から100の範囲を取る
95以下になってくると別人がヒットする確率が増える
間違いが多くても正しいものが含まれていれば手がかりになるので
閾値は浅めの90にした



スコアの見せ方について
Similalityの返却値は
「99.8832434732」のようになる

リリース当初はSimilalityをそのまま表示していた
らスコア90超えなのに間違えが多いと問い合わせ
が多かった

結果、ユーザには「91.284」より「1.284」の方が直感的に
わかりやすい



不要な顔画像が登録される問題
ブレたり、一部が隠れている画像など
ノイズが大きな顔画像やサイズが小
さすぎる顔画像が登録されることが
ある

これらは誤検知の原因となるし、
顔の登録数が増えコストがかかる

Similality
99.3847222339



特にスポーツで顕著



不要な顔画像が登録される問題への対応策１
Amazon SageMaker のImageClassificationを利用して不要な顔画像を分類
して削除できないか

GluonCv Classification を利用

コスト削減のため時間がかかりマシンパワーが必要な学習のみAmazon SageMaker
を利用して、ラベリング（前処理）と推論はローカルサーバを使用



トレーニングデータの収集＆加工
Fully managed data processing 
jobs/
data labeling workflows

MLアルゴリズムの選択
Collaborative notebooks,

built-in algorithms/models

トレーニング環境のセットアップ
One-click training

モデルのトレーニング・デ
バッグ・チューニング

Debugging and
optimization

トレーニング実行の管
理

Visually track and 
compare experiments

運用環境へのモデルデプ
ロイ
One-click deployment
and auto-scaling

モデルのモニタリン
グ
Automatically
spot concept drift

推論結果の評価
Add human review
of predictions

運用環境のスケールと管理
Fully managed with
auto-scaling for 75% less

Amazon SageMaker
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学習データ
不要な顔画像、登録したい顔画像の２クラスに分けた
データ数はtestdata 1400件 validationdata 500件

不要な顔画像の例 登録したい顔画像の例



実行結果
validation accuracy は 0.928693 とそれほど高くなかった
推論の際の自信度 probability を閾値として使用

結果、想定通り不要な顔画像を特定することができ、
コレクションの総数を約半数に圧縮することができた



不要な顔画像が登録される問題への対応策２
IndexFacesでQualityFilterをHighにすると低品質の顔画像をかなり除外できる
QualityFilterが利用できるのはFaceModel Version4以降のコレクション
このシステムのコレクションはVersion3だったので低品質の顔画像を除去する作業が発生
（近々Version5に移行検討中）

LOW HIGH 

https://docs.aws.amazon.com/rekognition/latest/dg/API_IndexFaces.html



導入効果
写真を効率よく検索できるようになり作業の大幅短縮を実現

システムの開発は、他の業務の合間に行い
実質開発期間は2週間程度。

初期登録コストは数１０万円で、運用コストは月額数万円



誰だろう



ProblemStatement-2
キャプションが不完全

集合写真はメインの人物の名前だけだったり、
「〜ら」で片付けられたりする

団体競技の選手は苗字しか記載しない運用

ユーザーがフルネームで検索したときに、
画像が見つけられない



顔写真をAmazon Rekognitionにコレクション登録して人物を推測しキャプションを
補完したい



誰だろうとは？
写真に写っている人物を推測するシステム
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顔画像の分割
顔画像は必ずしも一人ではなく複数人の場合も
IndexFacesする前処理として複数人の場合は機械処理で分割



精度について
画像認識の精度は日々向上していますがどうしても100%にはなりません
また、今のご時世ではマスクをつけている画像も増え検知が難しくなっています

通信社は信頼性を大事にしているので念には念を入れる必要があります
最終確認はあくまでも人間がやるということを強調しながら企画を進めています




